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はじめに

iPhone	12のスクリーンがひび割れたり、タッチしても反応しない、もしくは電源が入っている
のに画像が表示されないなどの問題がある場合は、このガイドを使って新しいスクリーン(別名、
ディスプレイアセンブリ)を交換して回復させましょう。

ディスプレイ背面に搭載されているイヤホンスピーカー	+	センサアセンブリ両方は各iPhone用に
ペアで製造されています。そのため、ディスプレイ交換の作業では、必ず古いディスプレイから
新しいディスプレイにこれらを移植しなければなりません。その中には、フラッドイルミネー
ター、すなわち生体認証をもつFace	IDセキュリティ機能の一部も含まれます。このフラッドイル
ミネーターを交換したり、ダメージが入るとFace	IDが機能しなくなりますのでご注意ください。
この作業ではこれらのコンポーネントにダメージを与えないように特に注意しながら作業を進め
てください。ダメージが入ってしまうと、AppleもしくはAppleの正規修理代理店でのみしか
Face	ID機能を回復できません。

ご注意:	スクリーンを交換した後、True	Toneは機能しません。これはオリジナルのAppleスク
リーンを使用した場合も同様です。

ツール:

P2	ペンタローブドライバー	(1)
Anti-Clamp	(1)
Hair	Dryer	(1)
ヒートガン	(1)
iOpener	(1)
iFixit開口用ピック(6枚セット)	(1)
プラススクリュードライバー(#00)	(1)
ハンドル付き吸盤	(1)
トライポイントY000	ドライバー	(1)
スパッジャー	(1)
ピンセット	(1)

部品:

iPhone	12/12	Pro	Screen	(1)
iPhone	12	12	Pro	ディスプレイアセンブ
リの接着剤	(1)

https://www.ifixit.com/products/iphone-12-12-pro-screen
https://www.ifixit.com/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://www.ifixit.com/products/anti-clamp
https://smile.amazon.com/Hair-Dryers/b/ref=dp_bc_aui_C_5?ie=UTF8&node=11058141
https://www.ifixit.com/products/heat-gun
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-picks-set-of-6
https://www.ifixit.com/products/phillips-00-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/tri-point-y000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/iphone-12-12-pro-screen
https://www.ifixit.com/products/iphone-12-12-pro-display-assembly-adhesive


手順	1	—	ペンタローブネジを外します。

ご注意:	作業を始める前に、
iPhoneのバッテリー残量を25％
以下まで放電してください。充電
されたリチウムイオンバッテリー
は、穴が空いてしまうと引火する
恐れや爆発の危険性があります。

解体を始める前にiPhoneの電源
を切ってください。

iPhone下側の端に留められた
6.75mm長さのペンタローブネジ
を2本外します。

iPhoneディスプレイを開口する
とデバイスの防水機能を失いま
す。この手順より先に進む場合
は、交換用の接着剤を用意してく
ださい。接着剤を交換せずに再組
み立てをした場合、液体ダメージ
の可能性があることを留意してく
ださい。



手順	2	—	オープニングピックにマークを入れる

オープニングピックを深く差し込みすぎるとデバイスを破損することがあります。この手順
に従って、ピックにマークを入れて、破損を防ぎましょう。

油性ペンでオープニングピックの先端から3mmの位置にマークを入れます。
また、他の計測方法でピックの先端にマークをつけることができます。

代わりに、先端から3mmの所にコインをテープで留めて利用することも可能です。

https://guide-images.cdn.ifixit.com/igi/pQGATIGUbViSB4gB.full?pk_vid=767858622902100316836600509b8867


手順	3	—	ひび割れた部分にテープを貼る

iPhoneの画面が割れてしまった場合、ガラスの表面上にテープを貼っておくと、それ以上広
がることがなく、作業中の怪我を防ぐことができます。

iPhoneの画面の上に、透明な梱包用テープを重ね合わせます。

修理の際に飛び散るガラスから目を保護するため、安全メガネを着用してください。

次の数ステップで吸盤がくっつかない場合は、強力なテープ（ガムテープなど）を持ち手に
折って、代わりにそれでスクリーンを持ち上げてみてください。

それでもうまくいかない場合は、吸盤カップに強力接着剤をつけて、画面に装着してくださ
い。



手順	4	—	リバースクランプの使用方法

次の3つの手順では、デバイスの開講作業を簡単にするために開発されたツール、リバースク
ランプの使い方を紹介します。リバースクランプを使用しない場合は、この3つの手順をス
キップして別の方法をご覧ください。

リバースクランプの詳細な使用方法については、	こちらのガイドをご覧ください。

青いハンドルをヒンジ側に引くと、リバースクランのアームを解除します。

iPhoneの左もしくは右側端に向けてアームをスライドします。

吸盤カップをiPhoneの下端付近に装着します。前面と背面に1つずつ取り付けます。

吸盤カップ両側をしっかりと締め合わせると、標的の場所にしっかりと装着させることがで
きます。

作業中のデバイス表面が滑りやすく、吸盤がうまく装着できない場合は、梱包用テープを表
面に貼ると、よりグリップ力を強めることができます。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%AA%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/152309
https://jp.ifixit.com/Guide/%E5%90%B8%E7%9B%A4%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/159595


手順	5

青いハンドルを手前に引くと、アームがロックされます。

ハンドルを時計回りに360度回転させ、カップが両側をストレッチするまで回し続けます。

吸盤の位置が合っていることを確認してください。装着位置がずれ始めたら、吸盤を少し緩
めてアームを装着し直してください。



手順	6

iPhoneを丈夫で水平の作業台上に置き、ハンズフリーの状態で地面とデバイスが平行になる
ようにすると、次の手順で作業がしやすくなります。

iPhoneの下端に沿って、ドライヤーで加熱してください。スクリーンに指先を当てると少し
熱く感じて、長く触れない程度まで温めます。

ヘアドライヤーでデバイスを温める際は、こちらのガイドを参照してください。

1分ほど待機すると、接着剤が剥がれ始め、デバイスの間に隙間ができます。

クランプで十分な隙間が作れたら、スクリーンのプラスチックベゼルの下にオープニング
ピックを挿入します。

クランプで十分な隙間が作れない場合は、さらに接着面に熱を当てて、クランプを1/4程度
時計回りに回してください。

一回ごとの作業で1/4以上回さないでください。クランプをまわしたら1分間待ってくださ
い。リバースクランプの効果を待ってから、作業を続けてください。

次の3つの手順はスキップしてください。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%98%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%A4%E3%83%BC%E3%81%A7%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%82%92%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95/157348


手順	7	—	下部端を温めます

ヘアドライヤーもしくは	ヒート
ガンを、iPhone下側の端に約90
秒当てて、触れると熱くて触れな
い程度までスクリーンを温めま
す。

ヘアドライヤーを長時間にわたっ
て同じ箇所に当てないでくださ
い。

手順	8	—	吸盤カップを装着する

ハンドル付きのシングルタイプの吸盤を使用している場合、デバイス本体の下側端に沿って
吸盤を取り付けます。ガラスのカーブした部分から離してください。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%98%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%A4%E3%83%BC%E3%81%A7%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%82%92%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95/157348
https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%92%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%81%A7%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%82%92%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95/151116


手順	9	—	スクリーンをわずかに持ち上げる

吸盤カップをしっかりと引き上げます。スクリーンとフレームの間に僅かな隙間が生じるま
で一定の力で引っ張ります。

スクリーンのプラスチックベゼルの下にできた隙間にオープニングピックを差し込みます。

スクリーンに留められた防水用接着剤は大変強力です。この隙間をまず作るにはかなりの力
が必要です。隙間がうまく作れない場合は、さらに熱を当てて接着剤を柔らかくしてくださ
い。温まったらツールを差し込めるだけの隙間ができるまで、ゆっくりとスクリーンを上下
に揺らします。

手順	10	—	右側端を温める

ドライヤーでiPhoneの右端（電源ボタンがある方の端）を90秒、または画面が少し熱くなっ
て触れることができなくなるまで加熱します。

https://guide-images.cdn.ifixit.com/igi/JRLPxnWrFi2XoeGy.full


手順	11	—	右側接着剤を剥がす

オープニングピックをiPhoneの右下あたりでスライドさせ、接着面を切り離します。

iPhoneの右端に沿ってスライドし、右上コーナーに達したところで止めます。

ピックを3mm以上差し込むと、内部部品が破損する恐れがありますので、ご注意ください。

ピックを右上コーナーに残したまま、次の作業に移ってください。

手順	12	—	上部端を温める

ヘアドライヤーをiPhoneの上部
端に約90秒間当てて、熱くて触
れない程度まで温めます。



手順	13	—	上部の接着剤を剥がす

オープニングピックをiPhoneの右上周辺でスライドさせて、上部の接着剤を切り離します。

トップセンサーを傷つける恐れがあるので、ピックを3mm以上差し込まないでください。

ピックを左上コーナーに残したまま、次の作業に移ってください。

手順	14	—	左側端を温める

ドライヤーでiPhoneの左端を約90秒間温めます。もしくは画面が少し熱くて触れなくなるま
で加熱します。



手順	15	—	スクリーンの情報

iPhoneの左側端に沿って、デリ
ケートなケーブルが装着されてい
ます。この部分にピックを差し込
まないでください。ケーブルを破
損する恐れがあります。

手順	16	—	左側端の接着剤を剥がす

iPhoneの左下コーナーに2番目のオープニングピックを挿入します。

左端のクリップが外れるまで、両方のピックを同時にひねります。

少しずつ捻りながら力を加えていきます。

接着剤の分離がうまくいかない場合は、左端を再加熱してください。



手順	17	—	iPhone本体を開きます

iPhoneを回転させて、右側の端が手前にくるように配置します。

iPhoneのディスプレイを右側から左側に向けて(本のページをめくるように)開きます。

まだディスプレイを完全に開かないでください。iPhoneのロジックボードに接続されたデリ
ケートなリボンケーブル数本が装着されたままです。

ディスプレイの背中に何かボックスを衝立てて、作業をしやすくします。

再組み立ての際にはディスプレイを定位置に置き、上端でクリップを揃えてゆっくりと所定
の位置に押し込み、ディスプレイを取り付けます。	クリップが固定されたカチッという音が
しない場合は、ディスプレイ周辺のクリップの状態を確認し、曲がっていないか確認してく
ださい。



手順	18	—	バッテリーとディスプレイコネクタカバーのネジを外します

バッテリーとディスプレイコネク
タカバーを固定している1.1	mm
Y000	長ネジを2本外します。
この作業中、各ネジの装着場所
をメモ書きしておきましょう。
再組み立ての際は正しい場所に
戻してください。間違った位置
に装着すると、iPhoneが破損
することがあります。

再組み立ての際は、この時点で
iPhoneの電源を入れて、デバイ
スを密封する前に全ての機能が正
常通り動くか確認してください。
作業に戻る前に、必ずiPhoneの
電源を切ってください。

手順	19	—	バッテリーとディスプレイコネクタカバーを取り出します

カバーを取り出します。



手順	20	—	バッテリーの接続を外します

スパッジャーの先端もしくは清潔な爪先を使って、ロジックボード上のソケットからバッテ
リーコネクタをこじ開けます。

コネクタと他のボード接続部分周辺の黒いシリコンシールを破損しないようご注意くださ
い。これらのシールは防水防塵機能があります。

コネクタをロジックボードから少し曲げながら離します。修理中にアクシデントでソケット
と接触してデバイスの電源が入らないように予防します。



手順	21	—	ディスプレイケーブルの接続を外します

スパッジャーもしくは爪先を使って、ディスプレイケーブルコネクタの接続を外します。

このようなプレスコネクタを再装着するには、カチッと所定の位置に収まるまで、慎重に片
側を位置合わせして押し込み、反対側でも同じ作業を繰り返します。	中央部分を押さない
でください。	コネクタの位置がずれていると、ピンが曲がって永久的な損傷を引き起こす
可能性があります。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%83%8D%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%81%AE%E8%AD%98%E5%88%A5%E3%81%A8%E6%8E%A5%E7%B6%9A%E3%81%AE%E5%A4%96%E3%81%97%E6%96%B9/25629#s70308


手順	22	—	フロントセンサとデジタイザの接続を外します。

スパッジャーもしくは指先を使って、デジタイザケーブルコネクタの接続を外します。

修理終了後、スクリーンの一部が反応しない場合は、バッテリーの接続を外して、このコネ
クタを再度装着し直してください。カチッと所定の位置にしっかりと装着し、ソケットに埃
やその他の異物がないことを確認してください。

手順	23	—	フロントセンサーコネクタカバーのネジを外します

Y000ドライバーを使って、フロ
ントセンサーコネクタカバーを固
定している4本のネジを外しま
す。

1.1mm長ネジー3本

1.4mm長ネジー1本



手順	24	—	フロントセンサーコネクタカバーを取り出します

右側の小さなクリップが外れるまで、カバーを左側から持ち上げます。

カバーを取り出します。

再組み立ての際には、最初に右端のクリップをスロットに挿入してから、所定の場所にカ
バーの残りの部分をテコのようにして装着します。

手順	25	—	フロントセンサーの接続を外します

スパッジャーもしくは爪先を使って、フロントセンサーアセンブリのケーブルコネクタの接
続を外します。



手順	26	—	ディスプレイアセンブリを外します

ディスプレイアセンブリを取り出
します。

再組み立ての際に防水用接着剤を
ディスプレイ周辺に装着する場
合、ここで作業を中断してくださ
い。

手順	27	—	スピーカー/センサーアセンブリのネジを外します

ディスプレイ裏面にスピーカー/
センサーアセンブリを固定してい
る次の4本のネジを外します。

1.4mmプラス長ネジー2本

1.7mm肩ツキY000ネジー1本

1.2	mm	Y000ネジ−1本

https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E7%94%A8%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/93983


手順	28	—	スピーカーアセンブリを裏返します

イヤピーススピーカーは接着剤で軽く装着されています。

スパッジャーの先端を使って、スピーカーの上部端を慎重にこじ開けます。

スピーカーアセンブリを裏返します。裏向きにして、ディスプレイの上部端から離します。

スピーカーは非常に薄いリボンケーブルで繋がったままです。このケーブルに圧力を加えた
り、ダメージを与えないようにご注意ください。

手順	29	—	ディスプレイ上部端を温めます。

ヘアドライヤーもしくはヒートガ
ン、iOpenerを準備して、セン
サーに付けられた接着材を柔らか
くするためにディスプレイフロン
ト上部に約1-2分間あてます。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705


手順	30	—	環境光センサーを乖離します

スパッジャーの先端を使って、フロントパネルの凹みから環境光センサーを持ち上げて、乖
離します。

作業中、光センサーのリボンケーブルを破損しないようにご注意ください。

続けて環境光センサーとこのケーブルの下をスパッジャーでスライドして、ケーブルを固定
している接着剤から剥がします。

手順	31	—	マイクロフォンをこじ開けます

スパッジャーの先端を使って、フロントパネルの凹みからマイクロフォンを持ち上げて乖離
します。



手順	32	—	近接センサーとフラッドイルミネーターモジュールをこじ開けます

スパッジャーの先端を使って、近接センサーとフラッドイルミネーターのモジュールをフロ
ントパネルの凹みから持ち上げます。

手順	33	—	スピーカーとフロントセンサーアセンブリを外します

イヤピーススプーカーとフロントパネルアセンブリを取り出します。

再組み立ての際は、以下のパーツを含む黒いプラスチックモジュールの装着位置を確認して
ください。

近接センサー

フラッドイルミネーター

モジュールは正しく装着しなければなりません。これらのコンポーネントが接着剤にブロッ
クされないように注意してください。



交換用のパーツとオリジナルのパーツを見比べてください。残りのコンポーネントを移植する必
要があるか、パーツを取り付ける前に接着剤の裏張りを取る必要があります。

デバイスを再組立する際は、これらのインストラクションを逆の順番に従って作業を進めてくだ
さい。

e-wasteを処理する場合は、認可済みリサイクルセンターR2を通じて廃棄してください。

修理が上手く進みませんか？トラブルシュートのヘルプには、iPhone	12のアンサーコミュニ
ティを参照してください。

file:///Wiki/E-Waste
https://www.ifixit.com/Answers/Device/iPhone%2012

